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● 町産業まつり…２～３㌻
● 秋の叙勲・褒章、町特別表彰ほか…4～5㌻
● 国民健康保険の医療費適正化にご協力を…6～7㌻
● ＮＨＫ「歌の散歩道」公開録音…12～13㌻

■主な記事■主な記事「いわてまちキッズカンパニー」（町商工会青年部主催）の
４店舗が町産業まつりに出店。「レインボー13」の店舗で
は、ごま団子や焼き団子と共に、チョコ団子を販売。店舗を
運営する小学生たちが考案したチョコ団子は意外にも!?お
客さんに好評。熱心に薦めたかいもあり、一番先に売り切
れました。関連記事２～３㌻（10月28日、森のアリーナ）

僕
た
ち
が
考
え
た
チ
ョ
コ
団
子
は

い
か
が
で
す
か
？

僕
た
ち
が
考
え
た
チ
ョ
コ
団
子
は

い
か
が
で
す
か
？
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町
の
産
業
が
一
堂
に
集
ま
る
恒

例
の
第
32
回
町
産
業
ま
つ
り
は
10

月
27
日
と
28
日
、町
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
「
森
の
ア
リ
ー
ナ
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
で
開
幕
。
農
林
産
物
共

進
会
が
開
催
さ
れ
た
農
林
部
門
や

町
内
企
業
の
製
品
が
展
示
・
販
売

さ
れ
た
商
工
部
門
、牛
乳
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
牛
肉
、豚
肉
の
販
売
で
長
蛇
の

列
を
作
っ
た
畜
産
部
門
な
ど
各
種

産
業
が
出
展
し
た
ほ
か
、ジ
ャ
ン
ボ

キ
ャ
ベ
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
や
菊
花
展

な
ど
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、

会
場
は
各
店
自
慢
の
商
品
を
求
め

る
人
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ア
リ
ー
ナ
の
内
外
で
イ

ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
に
開

催
。
約
20
㍍
の
大
の
り
巻
き
大
会

や
野
菜
釣
り
大
会
、キ
ャ
ベ
ツ「
い

わ
て
春
み
ど
り
」の
早
食
い
大
会
、

わ
ん
ぱ
く
丸
太
切
り
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
、参
加
者
の
歓
声
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。
一
方
、ス
テ
ー
ジ

で
は
民
謡
・
歌
謡
シ
ョ
ー
や
も
の

ま
ね
そ
っ
く
り
さ
ん
シ
ョ
ー
、岩

手
中
央
幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
が
催
さ

れ
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

28
日
に
は
、町
内
の
小
学
生
に
よ

る
商
業
の
体
験
学
習「
い
わ
て
ま
ち

キ
ッ
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
」（
町
商
工
会

青
年
部
主
催
）が
同
時
開
催
。
本
番

に
向
け
、仮
想
会
社
の
設
立
、商
品

の
企
画
、接
客
体
験
な
ど
商
業
の
仕

組
み
を
学
ん
で
き
た
小
学
生
が
４

つ
の
店
舗
を
出
店
し
ま
し
た
。

　

ピ
ザ
な
ど
を
販
売
し
た
沼
宮
内

小
６
年
の
志
田
颯さ

つ
み海
君
は「
自
分
た

ち
で
考
え
た
商
品
を
お
い
し
く
食

べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」と
話
し
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」と
元
気

に
声
を
張
り
上
げ
ま
し
た
。

①森のアリーナで2回目の開催
となる今回の産業まつり。テー
プカットで華々しく開幕②野菜
や果実、しいたけなどの栽培技
術を高め合う共進会③キャベツ
や大根など野菜の写真がプリン
トされ、岩手県一の野菜総合産
地・岩手町を全身でＰＲするはん
てんが完成しお披露目④恒例のも
ちまきに集まった大勢の来場者

小
学
生
が
企
画
・
運
営

小
学
生
が
企
画
・
運
営

「
キ
ッ
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
」

「
キ
ッ
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
」

町
の
産
業
が
一
堂
に
！

町
の
産
業
が
一
堂
に
！

各
部
門
で
展
示
・
販
売

各
部
門
で
展
示
・
販
売

ジャンボキャベツコンテスト
　町農村青年クラブ（渡

わたりまさる

将会長）が主催する「ジャンボキャ
ベツコンテスト」の表彰式が行われ、15.3 ㌔のキャベツを
育てた千葉秀弥さん＝葉木田＝がチャンピオンに輝きまし
た。第２位は 14.0 ㌔の藤原礼子さん＝朽木林＝、第３位は
13.6㌔の西野堅一郎さん＝横田＝でした。同コンテストでは、
ジャンボキャベツの苗を６月に希望者に配布。約４カ月か
けて育てたキャベツは、７人が10㌔超えを記録しました。

こんなに大きくなり
ました！

　柴田剛宏さん（67）＝子抱＝は
10月31日、所有する近くの山で
巨大なキノコを発見。直径50㌢、
重さはなんと６㌔もあったその
キノコは、とても珍しい「ハナビ
ラタケ」というキノコだそうです。

　11 月 6 日、早坂孝樹さん（30）
＝民部田＝の畑で収穫されたニ
ンジンは、長さ約 30 ㌢、重さ
が 1㌔を超え、その姿はまるで
大根のよう。外国人技能実習
生のレニーさん（27）㊧とアル
フィーさん（26）㊨もビックリ
のビッグニンジンでした。

キャベツの
ほかにも!

町で見つけた町で見つけた
ジャンボ!!ジャンボ!!

町
産
業
ま
つ
り

町
産
業
ま
つ
り

盛況盛況
第第
3232
回回

③

②

④

①
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各種表彰

特別表彰（１団体）

町
特
別
表
彰

岩手クラブマスターズ
　７月14日から16日にかけて徳島県阿
南市で開催された第10回全日本マスター
ズホッケー大会において、男子50代の
部で優勝を果たし、ホッケーの町「岩
手町」の名声を全国に高らしめました。

市
町
村
交
通
指
導
員

交
通
安
全
功
労
功
績
章

　町交通指導員として、20年以上交通安
全教室や街頭指導などを実施し、町の交
通安全確保に尽力した功績により、県知
事より表彰されました。

子九十納税貯蓄組合

　納税の重要性を深く認識し、
昭和58年から29年連続で全額を
納付。他の模範となり、県知事
より表彰されました。

田中　 寿さん（59）＝下浮島＝㊧
田中 清憲さん（51）＝土川＝

　

町
は
11
月
27
日
、
町
特
別
表
彰
を
行
い
、
７
月

に
開
催
さ
れ
た
第
10
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ホ
ッ

ケ
ー
大
会
で
優
勝
し
た
「
岩
手
ク
ラ
ブ
マ
ス
タ
ー

ズ
」（

口
一
美
監
督
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
民
部
田
幾
夫
町
長
が
「
全
国
制

覇
を
果
た
し
た
マ
ス
タ
ー
ズ
の
活
躍
は
、
子
ど
も

た
ち
が
目
標
に
す
る
進
路
を
示
す
、
大
変
価
値
あ

る
も
の
で
す
」
と
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。同
チ
ー
ム
の

口
監
督
は「
受

賞
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ

て
岩
手
町
の
名
を
全
国
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

【
略
歴
】

　

昭
和
59
年
12
月
か
ら
現
在
ま
で

27
年
の
長
き
に
わ
た
り
保
護
司
を

藍ら

ん

じ

ゅ

ほ

う

し

ょ

う

綬
褒
章

保
護
司
活
動
に
尽
力

県納税功労者知事表彰

平
成
24
年
度

（佐々木一男組合長）

岩手クラブマスターズの 口監督㊥へ
民部田町長より表彰状が贈呈されました

【シーン①】昔の台所で割烹着
姿の主婦がキャベツを刻む

【シーン②】現代の台所でキャベ
ツを刻む母親と見つめる子ども

【シーン③】親子でキャベツを
刻む。町の歴史も刻まれていく

●町の作品「刻むキャベツに歴史あり」のあらまし

田
村 

恵
子
さ
ん（
62
）＝
野
原
＝

務
め
る
。
数
多
く
の
保
護
観
察
対

象
者
に
慈
愛
を
持
っ
て
接
し
、そ

の
改
善
更
生
に
尽
力
し
た
。　
　

秋
の

　

２
０
１
２
年
秋
の
叙
勲
と
褒

章
の
受
章
者
が
政
府
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

公
務
や
公
共
的
な
業
務
で
功

労
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
瑞

宝
単
光
章
に
輝
い
た
元
町
消
防

団
分
団
長
の
村
山
勝
見
さ
ん

（
76
）
＝
二
ツ
森
＝
へ
の
叙
勲

伝
達
式
は
11
月
15
日
、
役
場
町

長
室
で
行
わ
れ
、
民
部
田
幾
夫

町
長
か
ら
村
山
さ
ん
へ
叙
勲
と

勲
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
共
の
利
益
や
事
務

に
尽
く
し
た
人
が
受
け
る
藍
綬

褒
章
に
田
村
恵
子
さ
ん
（
62
）

＝
野
原
＝
が
輝
き
ま
し
た
。

村
山 

勝
見
さ
ん（
76
）＝
二
ツ
森
＝

【
略
歴
】

　

昭
和
29
年
に
川
口
村
消
防
団
に
入
団
。

平
成
３
年
か
ら
平
成
５
年
に
退
団
す
る

ま
で
第
５
分
団
長
を
務
め
、火
災
現
場
の

消
火
活
動
や
火
災
予
防
活
動
、消
防
施
設

の
整
備
充
実
な
ど
に
貢
献
し
た
。

瑞ず

い

ほ

う

た

ん

こ

う

し

ょ

う

宝
単
光
章

消
防
団
活
動
に
尽
力

褒
章

叙
勲

　

岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
主
催
の
「
ふ

る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
in
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ

２
０
１
２
」の
審
査
会
は
11
月
18
日
、

県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
町
は

「
刻
む
キ
ャ
ベ
ツ
に
歴
史
あ
り
」
と

題
し
た
作
品
を
出
品
し
、特
別
賞「
ア

イ
デ
ア
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
27
市
町
村
か
ら

応
募
が
あ
っ
た
15
秒
の
Ｃ
Ｍ
作
品

を
映
画
監
督
の
山
本
晋
也
氏
な
ど

６
人
が
審
査
。「
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
・

岩
手
町
」
の
歴
史
を
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
包
丁
で
刻
む
姿
に
重
ね
て
表
現

し
た
当
町
の
作
品
は
、「
ト
ン
、ト
ン
、

ト
ン
と
響
く
ま
な
板
の
音
が
効
果

的
」な
ど
と
評
価
さ
れ
、大
賞
、金
賞
、

銀
賞
に
次
ぐ
特
別
賞
を
受
賞
。
副

賞
と
し
て
来
年
同
局
で
50
回
放
送

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
受
賞
は
、
２
０
０
５
年

の
大
賞
、
２
０
０
７
年
の
特
別
賞

「
お
も
し
ろ
賞
」、
２
０
０
９
年
の
銀

賞
に
続
き
、
４
回
目
で
す
。

　

な
お
、
審
査
会
の
模
様
は
12
月

29
日（
土
）午
後
４
時
か
ら
同
局
で

放
送
予
定
で
す
。
ま
た
、
審
査
結

果
と
参
加
市
町
村
の
Ｃ
Ｍ
は
同

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.iat.

co.jp/blog/furusatocm
/

）
で
見
ら

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岩
手
町
が
特
別
賞
受
賞

来
年
50
回
の
放
送
決
定
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●国や地方公共団体の機関による閲覧
№ 国または地方公共団体
の機関の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

１ 内閣府大臣官房
政府広報室長 「森林と生活に関する世論調査」の対象者抽出 平成23年

11月 9日 20歳以上の男女14人

２ 防衛省自衛隊
岩手地方協力本部長

自衛隊法第29条第1項及び第35条に基づく自衛
官募集事務に係る広報に供するため

平成23年
11月 30日

平成6年４月２日から平成7
年４月１日生まれの89人

●法人または個人による閲覧
№ 申出者の氏名 利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

１ NHK放送文化研究所
世論調査部長　塩田幸司

「2011年 11月全国接触者率調査（テレビの見られ方
など）」実施のための対象者抽出

平成23年
10月 18日 7歳以上の男女 12人

２ 日本たばこ産業㈱たばこ事業
本部情報部長　田中康司 「2012年全国たばこ喫煙者率調査」の対象者抽出 平成24年

1月12日 20歳以上の男女20人

３ ㈱サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤沢士朗

日本放送協会（NHK）が実施する「テレビ放送に関す
るアンケート」の対象者抽出

平成24年
１月13日 16歳以上の男女16人

【問い合わせ先】　町民課戸籍住民係　 62-2111内線503

平成23年度分

住民基本台帳閲覧状況公表 住民基本台帳法第11条の２第12項の規定に基づ
き、平成23年４月１日から平成24年３月31日ま
での閲覧状況について、下記のとおり公表します。

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
加
入

者（
被
保
険
者
）が
収
入
な
ど
に
応
じ

て
決
め
ら
れ
た
お
金（
国
民
健
康
保

険
税
）を
出
し
合
い
、
医
療
機
関
に

か
か
っ
た
と
き
に
は
そ
こ
か
ら
医

療
費
な
ど
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
加
入
者
は

病
院
や
薬
局
で
の
自
己
負
担
額
が

１
〜
３
割
（
年
齢
な
ど
に
よ
る
）

に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険

組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入

し
て
い
る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
対
象
と
な
る
75
歳
以
上
の

人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

以
外
の
す
べ
て
の
人
が
国
保
の
加

入
者
と
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、

次
の
よ
う
な
人
で
す
。

①
お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自

営
業
の
人

②
農
業
や
林
業
、
漁
業
な
ど
を
仕

事
に
す
る
人

③
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
を
や
め
た
人
と
そ
の
家
族

④
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

し
て
い
て
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
て
い
な
い
人

⑤
外
国
人
で
、
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
に
加
入
せ
ず
、
日
本
に
３
カ

月
以
上
滞
在
す
る
人

　　

保
険
税
の
徴
収
や
保
険
証
の
交

付
な
ど
の
運
営
は
町
（
保
険
者
）

が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
人
口
の
約
35
％

に
当
た
る
５
２
３
６
人

（
平
成
24
年
10
月
現
在
）

が
国
保
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
人
口
が
減
少
し
て
い

る
中
、
加
入
者
数
も
減
少

傾
向
に
あ
り
、
国
保
財
政

の
主
な
収
入
で
あ
る
保
険

税
も
総
額
で
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

 

一
方
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
１

人
当
た
り
の
医
療
費
は
年
々
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
23
年

度
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は

28
万
５
３
８
８
円
で
、
平
成
19
年

度
と
比
較
す
る
と
約
12
・
５
％
、

３
万
１
７
６
１
円
増
加
し
て
い
ま

す
。
右
の
グ
ラ
フ
と
表
は
１
人
当

た
り
の
医
療
費
を
年
度
別
に
示
し

た
も
の
で
、
年
々
医
療
費
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

収
入
の
減
少
と
医
療
費
の
増
加

で
、
町
の
国
保
財
政
は
大
変
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
医
療
費
（
支
出
）
が
増
え
続

け
る
と
現
在
の
保
険
税
（
収
入
）

で
は
賄
い
き
れ
な
く
な
り
、
保
険

税
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
保
険
税
の
引
き
上
げ
は
、
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
入
者

の
負
担
を
で
き
る
だ
け
抑
え
、
今

後
も
安
定
し
て
国
保
財
政
を
運
営

し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度

1人当たりの
医療費 253,627 258,648 259,362 280,778 285,388

単位 : 円○町国民健康保険の１人当たりの医療費の推移（年度別）

医
療
費
が
増
え
る
と
…

　

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
は
、

日
々
の
健
康
づ
く
り
を
心
掛
け
、

医
療
機
関
に
か
か
る
機
会
を
減
ら

す
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
医

療
機
関
を
受
診
す
る
際
の
心
構
え

が
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。
加
入
者
の
健
康
と
国
保
財

政
の
安
定
の
た
め
、
次
の
よ
う
な

こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て

自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
生
活

習
慣
を
改
善
し
な
が
ら
病
気
の
早

期
発
見
・
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
は
、
治
療

期
間
の
短
縮
、
費
用
の
節
約
、
そ
し

て
、
な
に
よ
り
体
へ
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。
町
で
は
国
民
健
康

保
険
の
保
健
事
業
と
し
て
特
定
健

康
診
査
・
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
じ
疾
患
で
、
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
る
「
重
複
受
診
」
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
医
療
費
の
増
加
だ

け
で
な
く
、
検
査
や
薬
の
重
複
な

ど
で
体
に
悪
影
響
を
与
え
る
心
配

が
あ
り
ま
す
。

　

日
常
的
な
病
気
の
治
療
や
、
医

療
相
談
な
ど
に
応
じ
て
も
ら
え
る

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
気
に
な

る
症
状
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
を
訪
ね
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
必
要
以
上
に
薬
を
も
ら

う
こ
と
は
医
療
費
が
増
加
す
る
原

因
に
な
る
ほ
か
、
薬
の
飲
み
過
ぎ

や
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
体
に

副
作
用
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。「
お
薬
手
帳
」
を
活
用
し
て

体
質
や
薬
歴
を
把
握
・
管
理
し
て

も
ら
い
、
必
要
以
上
の
薬
を
も
ら

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
と
は
、
新
薬
（
先
発
医

薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販

売
さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。
先
発
医

薬
品
と
成
分
や
効
き
目
が
同
等
で

あ
り
な
が
ら
価
格
が
安
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
医
療
費
の
抑

制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
医
薬
品
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
存
在
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
治
療
内
容
に
よ
っ
て
は

適
さ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
担
当
の

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る
救

急
医
療
機
関
は
、
緊
急
性
の
高
い

患
者
さ
ん
の
た
め
の
も
の
で
、
医

療
費
も
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
緊
急
時
以
外
は
平
日
の
診
療

時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

休
日
・
夜
間
に
お
子
さ
ん
が
急

な
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
、
ど
う

対
処
す
る
か
、
医
療
機
関
で
受
診

し
た
方
が
い
い
か
判
断
に
迷
っ
た

場
合
は
、
小
児
救
急
電
話
相
談
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
小
児
救
急
電
話
相
談（
県
医
師
会
）

【
受
付
時
間
】　

午
後
７
時
〜
11
時

（
年
中
無
休
）

【
電
話
番
号
】　

局
番
な
し
の

＃
８
０
０
０
（
携
帯
電
話
、
Ｉ

Ｐ
電
話
な
ど
か
ら
は

０
１
９
‐

６
０
５
‐
９
０
０
０
）

増
え
続
け
る
医
療
費
の
適
正
化
に

国民健康保険に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
国

民
健
康
保
険
税
の
上
昇
を
招
き
、
加
入
者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
者
本
人
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
の
制
度

国
保
に
加
入
す
る
人
は

岩
手
町
の
国
保
の
現
状

◎
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
へ
お
願
い

定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
を

重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
の
医
者
や

「
お
薬
手
帳
」の
活
用
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

積
極
的
に
使
い
ま
し
ょ
う

休
日
・
夜
間
受
診
を
控
え

平
日
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

加入の皆さんへ
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男
同参画

女共あなたとわたし
　　共に育む

　町は、男女が共に意見を尊重し、共に支え合い、共に生き生きと暮ら
せるまちづくりを進めるため、本年度3回の男女共同参画セミナーを開
催してきたほか、12月 15日に「男女共同参画フォーラム」を開催します。
男女共同参画について男性、女性問わず一緒に考えてみましょう。

吉野英岐 氏 柴田彩千子 氏 金沢　勇 氏

【プロフィル】
秋田県出身、盛岡市在住。
㈱岩手放送にアナウンサーと
して入社。結婚退職後、フリー
アナウンサーとして活躍し、
IBCラジオ「のりこの週刊おば
さん白書」などの番組に出演。
声・パーソナリティ・進行・内容
などにおいて高い評価を受ける。

The 25th Anniversary

展示部門
　

第
51
回
町
芸
術
祭
の
舞
台
部
門
は

11
月
４
日
、森
の
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、琴
の
演
奏

や
合
唱
、日
本
舞
踊
、吹
奏
楽
や
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
な
ど
町
内
13
の
文
化
団
体

が
出
演
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
練
習
を
重

ね
た
演
目
を
披
露
。
大
き
な
ス
テ
ー

ジ
で
華
麗
に
舞
い
、歌
声
や
音
楽
を

ア
リ
ー
ナ
中
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、展
示
部
門
は
11
月
10
〜
18

日
、石
神
の
丘
美
術
館
で
開
催
。
初

め
て
会
場
と
な
っ
た
同
美
術
館
内
に

町
芸
術
祭

第51回

舞台部門

は
、町
内
の
小
中
学
生
や
美
術
・
手
芸

の
愛
好
者
な
ど
が
持
ち
寄
っ
た
、絵

画
や
写
真
、文
芸
、陶
芸
、生
け
花
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
作
品
８
１
７

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
見
学
に
訪

れ
た
柴
田
那な

ち智
君（
沼
宮
内
小
５
年
）

は「
自
分
が
書
い
た
習
字
の
作
品
が

展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、見
に
来
ま

し
た
。
美
術
館
は
落
ち
着
い
て
見
ら

れ
て
い
い
で
す
ね
。
み
ん
な
上
手
な

作
品
ば
か
り
で
す
」と
話
し
、多
様
な

作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ラ
デ
ィ
ア
ナ
Ｒ
．」

　
川
口
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
女
声

コ
ー
ラ
ス
「
ラ
デ
ィ
ア
ナ
Ｒ
．」（
久
保
郁
子
代

表
）
は
11
月
18
日
、
結
成
25
周
年
記
念
「
ハ
ー

ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
プ
ラ
ザ
あ
い
で
開
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
結
成
当
時
の
同
小
教
頭

で
、「
ラ
デ
ィ
ア
ナ
Ｒ
．」
の
名
付
け
親
で
も
あ

る
佐
藤
仁
志
氏
＝
山
田
町
芸
術
文
化
協
会
会
長

＝
が
駆
け
付
け
、
１
５
０
人
を
超
え
る
来
場
者

と
一
緒
に
コ
ー
ラ
ス
を
堪
能
。
ま
た
、
滝
沢
村

の
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
リ
リ
ッ
ク
」
が
賛
助
出
演

し
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
デ
ィ
ア
ナ
Ｒ
．
は
、
リ
リ
ッ
ク
と
の
共
演
や

ア
ン
コ
ー
ル
を
含
め
11
曲
を
披
露
。
観
衆
は
、

25
年
分
の
思
い
を
込
め
た
味
わ
い
深
い
コ
ー
ラ

ス
に
酔
い
し
れ
、
盛
ん
に
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

な
お
、
ラ
デ
ィ
ア
ナ
Ｒ
．
は
、
山
田
町
の
復
興

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
益
金
の

一
部
を
同
町
芸
術
文
化
協
会
に
寄
贈
。
益
金
は

久
保
代
表
か
ら
佐
藤
会
長
に
託
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
25
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

女
声
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

11 月 4日
森のアリーナ

11月10～18日
石神の丘美術館

○基調講演
【講師】

プ
ロ
グ
ラ
ム

【演題】
後藤 のりこ 氏　フリーアナウンサー
「幸せのスイッチは自分持ち」

　本年度３回開催したセミナーのまとめ
として「男女共同参画フォーラム」を開
催します。当日は、性別にとらわれず生
き生きと輝く人たちのお話から、男女共
同参画の理解を深めます。どなたでも参
加できますので、ぜひ参加ください。

1212月月1515日（土）日（土） プラザあいプラザあい
岩手広域交流センター岩手広域交流センター

午後1時30分～４時午後1時30分～４時 １階ホール１階ホール

一人ひとりが  いきいき輝いて生きるために

日
時

会
場

○パネルディスカッション
【テーマ】
【コーディネーター】

「自分らしく輝いて生きるには」
吉野英岐 氏　県立大総合政策学部教授

後藤のりこ 氏　＝秋田県出身、フリーアナウンサー＝
柴田彩千子 氏　＝岩手町出身、帝京大教育学部准教授＝

【パネリスト】

金沢　勇 氏　　＝草桁、在宅介護経験者＝
○男女共同参画関連パネル展示

いわてまち
男女共同参画フォーラム

後藤 のりこ 氏

　第３回セミナーは11月17日、27人
が参加し、町総合開発センターで行
われました。今回は、夢をかたちに
しようと頑張っている人のお話を
伺い、男女問わず自分らしく暮らす
ことの大切さについて考えました。
　セミナーでははじめに、県立大総
合政策学部の吉野英岐教授が、女性
による起業（会社や事業を立ち上げ
ること）について講義。特に農村地
域における女性起業の状況や課題

などについて理解を深めました。そ
の後、２人のゲストから話題提供。
自宅を改装した工房で作る無添加
のパンを盛岡市内の店舗へ納品す
るほか自宅兼店舗で販売している
パン工房「美

はる

」の圓
ま る こ み ね こ

子美根子さん（54）
＝下町＝は、「事務職を辞めて工房
を始めたのは50歳のとき。遅くも
早くもない、自分としてはちょうど
よかったと思う。コネも何もなかっ
たが、『やりたいからやる、どうに
かなる』と思った。地域に根差し人
の和を作りたいと思い、地元に開店
した」と起業の体験などを話しまし
た。また、嫁ぎ先の牧場を夫婦で経
営し、無添加のソーセージやハム、
乳製品を製造・販売する菊池牧場
の菊

き く ち の ぶ こ

池暢子さん（44）＝大股＝は、「私

～夢をかたちにする生き方～
第3回セミナー「いつまでも自分らしくいきいきと」

川
口
で
自
宅
を
改
装
し
た
パ
ン

工
房
「
美は
る

」
を
営
む
圓
子
さ
ん

夫
婦
で
経
営
す
る
牧
場
の
乳
製

品
な
ど
を
販
売
す
る
菊
池
さ
ん

は自分で起業したわけではなく、起
業することだけが成功像とは思わ
ない。まずは家庭内での自分の位
置を作っていくことが大切。『やら
されている、やらなきゃいけない』
では辛いので、やりたいことをやる
こと。幸せを守るために、自分の感
情を大事にしている」と自分らしく
暮らすためのこつを話しました。

　”おはなしカフェ”では、圓子さんの
焼いたパンと菊池牧場の新鮮な牛乳
をいただきながら、ゲストの２人と
参加者が懇談。生き生きと自分らし
い生き方について、語り合いました。

Raddeana R.

25年分の思いを歌い上げる「ラディアナＲ．」の皆さん
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投票区名 投票所名(投票所を設ける場所)
第１投票区 御堂集落センター
第２投票区 水堀いきがい交流センター
第３投票区 横沢集会所
第４投票区 豊岡開拓婦人ホーム
第５投票区 新町城山青年婦人会館
第６投票区 細沢多目的集会施設
第７投票区 勤労青少年ホーム
第８投票区 愛宕下住宅集会所
第９投票区 林業研修センター
第10投票区 横田地区コミュニティ消防センター
第11投票区 久保公民館
第12投票区 一方井健康センター
第13投票区 黒石生活改善センター
第14投票区 黒内多目的集会施設
第15投票区 信義丘会館
第16投票区 浮島多目的集会施設
第17投票区 川口地区社会体育館
第18投票区 野原地区コミュニティ消防センター
第19投票区 南山形高齢者等活性化センター
第20投票区 北山形公民館
第21投票区 岩瀬張地区集落センター

　郵便などによる不在者投票は、身体障害者手帳か戦傷
病者手帳をお持ちの選挙人で、表中○印の該当者が対象
になります。また、介護保険被保険者証の要介護状態区
分が｢要介護５｣の人も対象になります。

表２　郵便などによる不在者投票（代理記載制度）の対象者
　郵便などによる不在者投票ができる選挙人で、本人が
投票用紙に記載できないと認められた表中○印の該当
者は、代理記載制度を利用できます。あらかじめ町の選
挙管理委員会に届け出た代理記載人（選挙権を有する人
に限る）に投票に関する記載をしてもらい投票します。

表1　郵便などによる不在者投票の対象者

障害の種類
障害の程度
１級

上肢、視覚の障害 ○

障害の種類
障害の程度

特別項症 第１項症 第２項症
上肢、視覚の障害 ○ ○ ○

表３　投票所一覧

障害の種類 障害の程度
１級 ２級 ３級

両下肢、体幹、移動機能の障害 ○ ○

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害 ○ － ○

免疫の障害 ○ ○ ○

障害の種類
障害の程度

特別
項症

第１
項症

第２
項症

第３
項症

両下肢、体幹、移動機能の障害 ○ ○ ○

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害 ○ ○ ○ ○

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
や
病
気
、レ
ジ
ャ
ー
や
買
い

物
な
ど
で
投
票
日
に
投
票
で
き
な

い
人
は
投
票
日
前
で
も
次
の
と
お

り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投

票
に
は
、入
場
券
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】　

12
月
５
日（
水
）〜
15
日

（
土
）　

※
裁
判
官
国
民
審
査
は
12

月
９
日（
日
）〜
15
日（
土
）

【
時
間
】　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時

【
場
所
】　

役
場
２
階
第
３
会
議
室

●
不
在
者
投
票

　

出
稼
ぎ
な
ど
で
町
外
に
い
る
人

は
、そ
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
、ま
た
入
院
中
の
人
は
病
院

で
で
す
。
後
日
郵
送
す
る｢

投
票

所
入
場
券｣
に
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所（
表
３
）で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、投
票
所
に
は
入
場

券
を
忘
れ
ず
に
持
参
く
だ
さ
い
。

投
票
は
、原
則
と
し
て
自
分
自
身

で
投
票
用
紙
に
記
入
し
て
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
目
が
不
自

由
だ
っ
た
り
、手
に
け
が
を
し
て

い
た
り
、自
分
で
記
入
で
き
な
い

人
は
、係
員
が
本
人
に
代
わ
っ
て

記
載
す
る「
代
理
投
票
」に
よ
っ
て

投
票
で
き
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、投
票
所
に
は
、看
護
人
や

付
添
人
、幼
児
や
赤
ち
ゃ
ん
な
ど
と

一
緒
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、有
権
者
以
外
が
投
票
用
紙

を
投
票
箱
へ
入
れ
る
こ
と
は
で
き

▼
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
す
で
に

持
っ
て
い
る
人
は
、｢

投
票
用
紙

と
投
票
用
封
筒
の
請
求
書｣

に
本

人
が
氏
名
を
記
入
の
上
、交
付
さ

れ
た
証
明
書
を
送
付
し
、町
選
挙

管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙
と
投
票

用
封
筒
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

は（
表
１
）の
皆
さ
ん
で
す
が
、次

の
こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
所
定
の
郵
便
等
投
票
証
明
書
交

付
申
請
書（
町
選
挙
管
理
委
員
会

に
あ
り
ま
す
。
申
請
書
の
請
求
は

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
）に
本

人
が
氏
名
を
記
入
し
、身
体
障
害

者
手
帳
か
戦
傷
病
者
手
帳
を
添
え

て
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
請

し
、あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証

明
書（
７
年
間
有
効
）の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、本
人
が

記
載
で
き
な
い
場
合
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
代
理
記
載
制
度
の
対
象
者
は
除

き
ま
す
）な
お
、代
理
記
載
制
度
対

象
者（
表
２
）は
申
請
書
の
署
名
は

不
要
で
す
が
、代
理
記
載
人
と
な

る
人
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

（
指
定
病
院
に
限
り
ま
す
）で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

不
在
者
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
を

行
い
、決
め
ら
れ
た
場
所
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、不
在
者
投

票
が
で
き
る
期
間
が
短
い
の
で
、早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

投
票
日
に
投
票
所
に
出
掛
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
は｢

郵
便
投
票

｣

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、町
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
送
ら
れ
た
投
票

用
紙
に
本
人
が
記
入
し
、そ
の
投

票
用
紙
を
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

郵
送
す
る
も
の
で
す
。
郵
便
な
ど

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

　

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、次
の
２
つ
の
事
項
に
当
て
は

ま
り
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。

①
町
内
に
住
所
が
あ
る
満
20
歳
以

上
の
人（
平
成
４
年
12
月
17
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）

②
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
、町
内

に
住
ん
で
い
る
人（
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
）

　

12
月
16
日（
日
）の
投
票
日
当
日

は
、町
内
21
カ
所
で
投
票
が
行
わ

れ
ま
す
。

【
投
票
時
間
】　

投
票
で
き
る
時
間

は
、午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま

◇身体障害者手帳

◇戦傷病者手帳

　

開
票
は
、投
票
日
当
日
の
12
月

16
日
午
後
８
時
か
ら
町
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
町
内
の

有
権
者
は
誰
で
も
参
観
可
能
で
、

定
員
は
50
人
で
す
。

◇身体障害者手帳

◇戦傷病者手帳

選
挙

第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
　

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、12
月
４
日
に

公
示
さ
れ
、16
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
衆

議
院
は
参
議
院
と
共
に
国
会
を
構
成
し
、国
民

の
代
表
で
あ
る
議
員
は
、国
権
の
最
高
機
関
と

し
て
国
で
唯
一
の
立
法
機
関
に
携
わ
る
重
責

を
担
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、震
災
後
初
め

て
行
わ
れ
る
、国
の
行
方
を
左
右
す
る
大
切
な

選
挙
で
す
。
棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

12 16月
(日)

●告示　12月4日（火）

●期日前・不在者投票
　12月5日（水）～15日（土）
　午前８時30分～午後８時

日

●投票日

●投票時間
　午前７時～午後６時

　

公
平
公
正
な
選
挙
の
実
現
と

選
挙
事
務
の
運
営
を
担
う
町
選

挙
管
理
委
員
に
田
中
淳
生
氏
、佐

藤
徳
平
氏
、田
中
寛
悦
氏
、岩
崎

幸
子
氏
の
４
氏
が
再
任
し
、選
挙

管
理
委
員
長
に
田
中
淳
生
氏
、同

職
務
代
理
者
に
佐
藤
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。
ま
た
補
充
員
に
岩

崎
仁
氏（
70
）＝
雪
浦
＝
と
宮
田

光
子
氏（
63
）＝
民
部
田
＝
が
再

任
。
府
金
義
明
氏（
56
）＝
尾
呂
部

＝
と
遠
藤
輝
光
氏（
66
）＝
大
森

＝
が
新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
と
補
充
員
の
任
期
は
平
成

24
年
10
月
28
日
か
ら
平
成
28
年

10
月
27
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

委員長職務代理者

佐藤 徳
とくへい

平 氏
（72）＝下野口町＝

選挙管理委員長

田中 淳
あつ お

生 氏
（74）＝境田＝

委員

岩崎 幸
こうこ

子 氏
（68）＝上苗代沢＝

委員

田中 寛
かんえつ

悦 氏
（61）＝上鴫沢＝

投
票
で
き
る
人
の
条
件

投
票
は
町
内
21
カ
所
で

12
月
５
日
か
ら

期
日
前
投
票
で
き
ま
す

開
票
は
午
後
８
時
か
ら

【選挙についての問い合わせ】
町選挙管理委員会事務局 62-2111（内線 203）

町
選
挙
管
理
委
員
に
４
氏
が
再
任

体
が
不
自
由
な
人
は

郵
便
投
票
で
き
ま
す
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満
員
御
礼

満
員
御
礼

水田竜子さん

新沼謙治さん

橋 幸夫さん

ライトに照らされゲストが熱唱する本番中のステージ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組「
歌
の
散
歩
道
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組「
歌
の
散
歩
道
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡

放
送
局
・
岩
手
町
主
催
）の
公
開
録
音
は

放
送
局
・
岩
手
町
主
催
）の
公
開
録
音
は
1111
月
９
日
、町

月
９
日
、町

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
「
森
の
ア
リ
ー
ナ
」で
行
わ

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
「
森
の
ア
リ
ー
ナ
」で
行
わ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

同
番
組
収
録
は
昨
年
、同
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
合

　

同
番
組
収
録
は
昨
年
、同
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
合

わ
せ
、平
成

わ
せ
、平
成
2323
年
４
月
１
日
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

年
４
月
１
日
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
開
催
中
止
と
な
り
ま
し

し
た
が
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
開
催
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
今
回
は
、

た
。
あ
ら
た
め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
今
回
は
、

１
枚
で
２
人
入
場
で
き
る
入
場
整
理
券
の
申
し
込
み
に

１
枚
で
２
人
入
場
で
き
る
入
場
整
理
券
の
申
し
込
み
に

千
通
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、当
日
は
抽
選
の
結
果
入
場

千
通
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、当
日
は
抽
選
の
結
果
入
場

整
理
券
を
手
に
し
た
約
１
２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

整
理
券
を
手
に
し
た
約
１
２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

収
録
で
は
、ゲ
ス
ト
歌
手
の
水
田
竜
子
さ
ん
、新
沼
謙

　

収
録
で
は
、ゲ
ス
ト
歌
手
の
水
田
竜
子
さ
ん
、新
沼
謙

治
さ
ん
、橋
幸
夫
さ
ん
が
１
人
ず
つ
順
に
出
演
。
そ
れ

治
さ
ん
、橋
幸
夫
さ
ん
が
１
人
ず
つ
順
に
出
演
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
新
曲
な
ど
を
６
曲
ず
つ
披
露
し

ぞ
れ
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
新
曲
な
ど
を
６
曲
ず
つ
披
露
し

た
ほ
か
、歌
と
歌
と
の
合
間
に
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
の

た
ほ
か
、歌
と
歌
と
の
合
間
に
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
の

ト
ー
ク
で
会
場
を
沸
か
せ
、ア
リ
ー
ナ
に
詰
め
掛
け
た

ト
ー
ク
で
会
場
を
沸
か
せ
、ア
リ
ー
ナ
に
詰
め
掛
け
た

大
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

大
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

約
２
時
間
の
ス
テ
ー
ジ
で
収
録
さ
れ
た「
歌
の
散
歩

　

約
２
時
間
の
ス
テ
ー
ジ
で
収
録
さ
れ
た「
歌
の
散
歩

道
」は
道
」は
1111
月月
1919
〜〜
2121
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で
全
国
に

日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で
全
国
に

放
送
さ
れ
た
ほ
か
、国
際
放
送
で
も
放
送
さ
れ
、ゲ
ス
ト

放
送
さ
れ
た
ほ
か
、国
際
放
送
で
も
放
送
さ
れ
、ゲ
ス
ト

の
歌
声
と
共
に「
岩
手
町
」を
広
く
発
信
し
ま
し
た
。

の
歌
声
と
共
に「
岩
手
町
」を
広
く
発
信
し
ま
し
た
。

開演を待ちわびるアリーナ開演を待ちわびるアリーナ
いっぱいの大観衆いっぱいの大観衆

【ゲストの３人（出演順）】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
歌
の
散
歩
道
」
収
録

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
歌
の
散
歩
道
」
収
録

１
２
０
０
人
が
ゲ
ス
ト
の
熱
唱
を
堪
能

１
２
０
０
人
が
ゲ
ス
ト
の
熱
唱
を
堪
能
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北
上
川
の
源
泉  

弓
弭
の
泉

Topics01

①元気いっぱいに防火を呼び掛ける防火パレード②拍子木を打
ち鳴らし「火の用心！」③川口保育所に放水する消防団の消防車

Topics02

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
実
施

火
災
に
対
す
る
心
構
え
を
確
認

No.280

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線217］まで

趣味の物作りが生きがい
田村　敬

け い し ょ う

勝 さん（81）=葉木田=

No.280

いつか
どこかで

①結婚50周年を祝い高らかに乾杯②③仲むつまじい夫
婦たち④沼宮内保育所の園児たちがアトラクションに出
演し「これからも仲良くしてください」と呼び掛けました

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
は
11
月
９

日
か
ら
15
日
ま
で
全
国
一
斉
に
展

開
さ
れ
、町
内
で
は
防
火
パ
レ
ー
ド

や
火
災
な
ど
の
災
害
に
備
え
た
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

城
山
保
育
園（
藤
沢
敬
有
園
長
、

園
児
96
人
）の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は

11
月
９
日
、沼
宮
内
地
区
で
防
火
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

防
火
服
や
は
ん
て
ん
を
着
た
か
わ

い
ら
し
い
園
児
た
ち
36
人
が「
火
の

用
心
」と
呼
び
掛
け
な
が
ら
元
気
に

行
進
。
沿
道
の
父
母
や
町
の
人
た
ち

　

結
婚
生
活
50
年
を
迎
え
た
夫
婦

を
祝
う
金
婚
式
と
慶
祝
会
は
11
月

１
日
、町
社
会
福
祉
協
議
会（
田
中

寛
悦
会
長
）が
主
催
し
、岩
手
広
域

交
流
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ザ
あ
い
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、町
で
金
婚
の
節
目
を
迎

え
た
夫
婦
は
、昭
和
37
年
に
婚
姻

届
を
提
出
し
た
１
７
９
組
の
う
ち

40
組
。
当
日
は
、31
組
の
夫
婦
が

出
席
し
ま
し
た
。
慶
祝
会
で
は
田

中
会
長
が「
人
生
の
労
苦
を
共
に

し
、手
を
取
り
合
い
支
え
合
っ
て

き
た
結
果
が
本
日
の
金
婚
式
。
年

月
を
重
ね
る
だ
け
で
は
成
し
得
な

い
宝
で
す
。
ま
す
ま
す
夫
婦
円
満

で
仲
む
つ
ま
じ
く
幸
せ
な
人
生
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。

民
部
田
幾
夫
町
長
が「
金
婚
式
を

契
機
に
一
層
お
二
人
の
愛
を
確
認

し
合
い
、健
や
か
な
毎
日
を
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
」と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、沼
宮
内
保
育
所
の

園
児
た
ち
が
太
鼓
や
歌
で
出
席
者

を
祝
福
。
出
席
者
た
ち
は
、手
を

取
り
歩
ん
だ
50
年
を
振
り
返
り
、

祝
い
の
杯
を
交
し
合
い
ま
し
た
。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひひととままちち

田村信彦さんの三女

田村 萌
ほ の か

夏ちゃん（上苗代沢）

優しい女の子になっ
てね

太田代敦さんの長男

太田代 蓮
れ ん と

翔くん（新田）

健康で心優しい子に
なってね

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

に「
火
遊
び
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」と

約
束
し
、火
災
予
防
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、町
火
災
防
御
訓
練
は
11
月

11
日
、川
口
保
育
所
と
そ
の
周
辺
で

開
催
。
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生

し
同
保
育
所
か
ら
火
災
が
発
生
し

た
想
定
の
も
と
、消
防
車
に
よ
る
放

水
訓
練
の
ほ
か
、地
域
の
自
主
防
災

組
織
が
参
加
し
、煙
体
験
訓
練
や
消

火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
な
ど

を
実
施
。
火
災
が
起
き
や
す
く
な

る
季
節
を
前
に
、火
災
に
対
す
る
心

構
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

ススママ
イイルル

ベベ

イイビビ　ー

ズズ

　「大工ほど面白い仕事はないですよ」と話す敬勝さんは、17歳から72歳まで大
工仕事一筋で働いてきました。「お客さんに喜ばれる仕事をしよう」と心掛け、
建てた家は一方井地区を中心に100軒にものぼるといいます。現在は、退職して
から始めた工芸が生きがい。仕事で培った大工の技術や手先の器用さを生かし、
木工やワラ細工、ほうきなど、さまざまな物作りを楽しみます。「物だけでなく、
道具から作るんですよ。作りたい物に合わせて、自分なりの道具を作る。失敗
することもありますが、道具を改良したりするのがまた面白いし、出来た物を人
にあげたりすると話も弾んでますます楽しいんです」と趣味を満喫します。

仲良し4人組の夢
　将来は「ペットショップで働き、いろいろな動
物と触れ合いたい」桃花さんと「料理を作るのが
大好きなので調理師になりたい」楓さん、「子ど
もたちが憧れるような看護師になりたい」千愛さ
ん、「動物が好きなので獣医師になり、動物たち
をけがや病気から助けたい」と話すあゆみさん
は、夢いっぱいの久保小５年生。現在は、児童会
や委員会活動の傍らホッケーや勉強を頑張ってい
ます。もうすぐ冬休み。楽しみにしていることが
たくさんあって待ち遠しい、仲良し 4人組です。

仲
む
つ
ま
じ
く
夫
婦
31
組
出
席

結
婚
生
活
50
年
の
節
目
を
祝
う

①

舘山秀樹さんの長女

舘山 結
ゆ い

維ちゃん（城山）

いつもニコニコさ
ん !! 元気いっぱい遊
ぼうね♪

田中 久さんの長男

田中 翔
しょう

くん（土川）

笑顔が一番♡みんな
に愛され元気な子に
育ってね !!

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）
保護者から一言

②

工藤 直さんの長女

工藤 那
な な

菜ちゃん（境田）

優しい子に育ってね

③

①

②

④

佐々木 佐々木 桃桃
も も かも も か

花花さんさん

（久保小５年女子全員）

久保 久保 千千
ち な りち な り

愛愛さんさん
十和田 あゆみ十和田 あゆみさんさん武田 武田 楓楓

かえでかえで

さんさん

③②

④
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京
駅
復
原
事
業
に
学
ぶ

○
平
成

○
平
成
2424
年
度
第
１
回
石
神
サ
ロ
ン

年
度
第
１
回
石
神
サ
ロ
ン

　
町
内
の
経
済
人
な
ど
が
研
修
や
交
流
を
深
め

町
の
産
業
経
済
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と「
石
神

サ
ロ
ン
」の
第
１
回
研
修
会
は
10
月
31
日
、石
神

の
丘
美
術
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、町

内
の
企
業
経
営
者
や
関
係
者
な
ど
72
人
が
参

加
。
研
修
会
で
は
、講
師
に
招
い
た
盛
岡
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
の
大
見
山
俊
雄
社
長
が
、「
東

京
駅
丸
の
内
駅
舎
復
元
事
業
に
お
け
る
東
京
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
」と
題
し
て
、東
京
駅
の
歴

史
や
復
原
事
業
に
つ
い
て
講
演
し
た
ほ
か
、地

元
食
材
を
食
し
な
が
ら
の
交
流
会
で
参
加
者
た

ち
は
盛
ん
に
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
小
中
学
校
連
合
音
楽
会（
町
学
校
教
育

研
究
会
主
催
）は
11
月
６
日
、森
の
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、町
内
12
校

の
児
童
生
徒
が
参
加
。
北
山
形
小
と
岩
瀬
張

小
が
合
同
で
出
演
し
、11
団
体
に
よ
る
23
曲

の
合
唱
や
合
奏
、吹
奏
楽
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
児
童
生
徒
は
、日
ご
ろ
取
り
組
ん
だ
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
。
各
校
は
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
生
か
し
、心
の
こ
も
っ
た
合
唱

や
リ
ズ
ム
感
あ
ふ
れ
る
合
奏
な
ど
を
ア
リ
ー

ナ
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
る
と
、会
場
か
ら
は

盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

東

▼2012.10.31

く
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

○
町
小
中
学
校
連
合
音
楽
会

○
町
小
中
学
校
連
合
音
楽
会

響

の
声
に
耳
を
澄
ま
せ
て

○
石
神
の
丘
美
術
館
で
野
鳥
観
察
会

○
石
神
の
丘
美
術
館
で
野
鳥
観
察
会

日本野鳥の会の中村さん㊧の案内で鳥を観察する参加者たち

　

石
神
の
丘
美
術
館
友
の
会（
西
田
拓
広
会

長
）が
主
催
す
る
野
鳥
観
察
会
が
11
月
17
日
、

同
美
術
館
屋
外
展
示
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
町
内
外
か
ら
11
人
が
参
加
。
講
師
を

務
め
た
日
本
野
鳥
の
会
も
り
お
か
の
中
村
茂

さ
ん
と
柴
田
俊
夫
さ
ん
の
解
説
を
聞
き
な
が

ら
野
鳥
の
鳴
き
声
に
耳
を
澄
ま
せ
、双
眼
鏡

な
ど
で
姿
を
探
し
ま
し
た
。参
加
者
た
ち
は
、

落
ち
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら
石
神
の
山
を
約

２
時
間
散
策
。
ヤ
マ
ガ
ラ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
、シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
15
種
類
も
の
野
鳥
の
姿
や

声
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

鳥

６年生60人による合唱と演奏をアリーナに響かせた沼宮内小

　

町
郷
土
芸
能
発
表
会
は
11
月
18
日
、森
の
ア

リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、町
内
15

の
郷
土
芸
能
団
体
が
出
演
し
た
ほ
か
、国
選
択

無
形
民
俗
文
化
財
の「
青
笹
し
し
踊
り
」（
遠

野
市
）が
特
別
出
演
。
会
場
に
は
約
８
０
０
人

の
観
衆
が
詰
め
掛
け
、郷
土
芸
能
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。
舞
台
で

は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
の

出
演
者
が
共
演
。
世
代
を
越
え
て
受
け
継
が

れ
る
町
の
郷
土
芸
能
の
姿
が
そ
の
ま
ま
に
披

露
さ
れ
、迫
力
あ
る
踊
り
と
伝
承
の
心
意
気
に

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

○
町
郷
土
芸
能
発
表
会

○
町
郷
土
芸
能
発
表
会

各

一方井城に生まれた南部信直公に由来する踊り「一方井ヤンサカ」

▼2012.11.17▼2012.11.18

東京ステーションホテルのリニューアルに携わった大見山氏が講演

地
区
伝
承
の
技
一
堂
に

思いを乗せたタスキをつなぐ
○第57回町民駅伝大会

　第57回町民駅伝大会は11月3日、沼宮内中を発着点とす
るコースで行われました。当日は、各種目に27チーム123
人が出場。１本のタスキにそれぞれの思いを乗せてつな
ぐ選手たちに、沿道の観衆からは盛んに声援が送られま
した。大会結果は次のとおりです。（第３位まで）
◆小学生（男女2㌔）　▼団体（5人）　▽男子　①沼宮内小
Ａ（38分8秒）＝大会新記録＝　②沼宮内小B（42分36秒）
　③水堀小（44分12秒）　▽女子　①沼宮内小Ａ（42分38
秒）　②沼宮内小B（43分25秒）　③一方井小（45分50秒）
　▼個人　▽男子　①渡開登（沼宮内小A、7分23秒）　②
田村圭梧（同、7分24秒）　③安部雄大（同、7分44秒）　▽
女子　①玉木愛優菜（沼宮内小A、8分20秒）、田中優香（川
口小、同）　③岩舘響希（沼宮内小A、8分21秒）　
◆中学生（男4㌔、女2㌔）　▼団体（5人）　▽男子　①川口
中Ａ（1時間16分30秒）　②沼宮内中（1時間19分55秒）　③東
部中（1時間22分6秒）　▽女子　①川口中Ａ（43分15秒）　②
一中ホッケー部・野球部（44分2秒）　③川口中B（44分47秒）
　▼個人　▽男子　①工藤優也（川口中A、14分13秒）　②
工藤元（同、14分39秒）　③滝雅也（同、14分59秒）　▽女子
　①遠藤美香（一中ホッケー部・野球部、8分9秒）　②田

 ▼2012.11.03

▼2012.11.06

海外遠征メンバーに町の2選手
○ホッケーＵ－16日本代表  ▼2012.11.06

民
部
田
町
長
か
ら
激
励
を
受
け
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

遠
征
で
の
活
躍
を
誓
う
大
下
君
㊧
と
橋
本
さ
ん
㊨

　ホッケージュニアユース（16歳以下）の日本代表に大下
諒
りょう

君（沼宮内中3年）と橋本真
ま り ん

鈴さん（川口中3年）が選出さ
れました。両選手は、11月24日から12月４日まで日本代
表チームのオーストラリア遠征に参加し、Ｆ-Ｈ-Ｅ CUP 
2012に出場します。遠征を前に町長室で行われた激励会
では民部田幾夫町長が両選手を激励。大下君は「岩手、日
本の代表として恥じないプレーをしてきたい」、橋本さん
は「日本代表としての誇りを持ち、正々堂々とプレーして
きたい」とそれぞれ抱負を話し、健闘を誓いました。

中彩樹（同、8分19秒）　③佐々木朝未（川口中A、8分22秒）
◆一般（男4㌔、女2㌔）　▼団体（3人）　▽男子　①一方
井体協U-18（45分28秒）　②一方井体協ヤングマン（56分
16秒）　③一中教職員（56分43秒）　▽女子　①一方井体協
U-18（29分59秒）　②一中教職員（35分29秒）　▼個人　▽
男子　①三浦怜真（一方井体協U-18、14分2秒）　②細野洋
（同、14分59秒）　③沢口裕明（一中ホッケー部育成会、16
分19秒）　▽女子　①田中文野（一方井体協U-18、9分55秒）
　②遠藤佳代子（同、10分1秒）　③武田莉奈（同、10分3秒）

①号砲を合図に一斉に駆
け出す選手たち②声援を
送る沿道の観衆③力を振
り絞りタスキをつなぐ④
栄光のゴールテープを切
る選手⑤大会を盛り上げ
た一方井体協の皆さん 男 子県選抜が第３位○全日本中学生11人制ホッケー

　JOCジュニアオリンピックカップ第13回全日本中学生
都道府県対抗11人制ホッケー選手権大会は11月10、11日
の両日、全国21府県の男女38チームが参加し、福井県越前
町で開催されました。本県からは町内4校の選手で構成し
た選抜チーム男女が出場。昨年同大会で優勝し、今大会に
連覇を懸けて臨んだ女子は初戦で富山県に惜しくも敗れ
ました。一方、男子県選抜は初戦の岡山県、準々決勝の岐
阜県に快勝し、準決勝に進出。準決勝では優勝した滋賀県
に5－2で敗れましたが第3位となり、同大会8年連続でベス
ト4入り（うち優勝3回、準優勝1回）を果たしました。

①

 ▼2012.11.10-11

第
３
位
に
入
賞
し
た
男
子
県
選
抜
チ
ー
ム

③

②

⑤④
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問い合わせとご相談は役場健康福祉課 62-2111［内線513へ］

住
み
慣
れ
た
場
所
で

元
気
に
暮
ら
す
た
め
に

今月は波柴佳美保健師今月は波柴佳美保健師
からのお便りですからのお便りです

健康・福祉情報

生
き
生
き
介
護
予
防

No.09

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

帷
子
香
子
さ
ん（
56
歳
）＝
岩
崎
＝
で
す
。

　

国
道
４
号
川
口
バ
イ
パ
ス
に
ほ
ど
近
い
、

北
上
川
に
架
か
る
岩
崎
橋
の
上
流
に
毎
年

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。
例
年
12
月
初
旬
に
シ
ベ
リ
ア
か

ら
や
っ
て
く
る
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
姿
は
、

見
る
人
に
冬
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
今
年
の
春
、１
羽
の
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
、

け
が
に
よ
り
故
郷
シ
ベ
リ
ア
に
帰
る
こ
と

が
で
き
ず
、ひ
と
夏
を
こ
の
場
所
で
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
の
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
夕
方
に

な
る
と
ヨ
タ
ヨ
タ
と
歩
い
て
道
路
を
渡
り
、

向
か
い
の
家
の
前
で「
ク
ワ
ッ
ク
ワ
ッ
」と
鳴

い
て
え
さ
を
ね
だ
り
ま
す
。
そ
の
姿
が
と
て

も
愛
ら
し
く
、し
ば
し
眺
め
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
も
な
く
、家
族
や
仲
間
が
戻
っ
て
来
て
川

辺
も
に
ぎ
や
か
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
冬

の
使
者
、オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
優
雅
な
姿
を

見
に
来
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来
地「
岩
崎
」

①けがのため帰れずひと夏を過ごした１匹のオオハクチョ
ウ②11月下旬、２羽が飛来し3羽になった岩崎のオオ
ハクチョウ。もうすぐ、たくさんの仲間が戻って来ます

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

【募集施設】
クラブ名 定員 実施場所

沼宮内学童保育クラブ 70人 沼宮内児童館
一方井学童保育クラブ 30人 一方井健康センター
水堀学童保育クラブ 20 人 旧水堀公民館
川口学童保育クラブ 30 人 川口保育所
第二川口学童保育クラブ 30 人 川口社会体育館
北山形学童保育クラブ 30人 北山形公民館
城山学童クラブ 30 人 城山保育園
岩手中央児童クラブ 30 人 岩手中央幼稚園
※入所希望児童が少ない場合は、開所しない場合があります

文化・情報

まちの文芸
町立図書館
62-2877

俳
句

川
柳
席
題「
帰
省
」　

土
橋
は
つ
お　

選

短
歌

〈
佳
作
〉

帰
省
時
は
隣
の
煎
餅
売
れ
て
い
る 

　
　

四
日
市
俊
悦

〈
秀
逸
〉

眠
ら
れ
ず
祭
り
の
太
鼓
明
日
帰
る 

　
　

菊
池　

一
覚

ピ
エ
ロ
に
も
素
顔
で
帰
る
家
が
あ
る 　
　

馬
渕　
　

草

帰
省
子
へ
作
り
過
ぎ
て
る
母
の
鍋 

　

  

佐
藤　

小
草

古
里
の
敷
居
ま
た
げ
ば
出
る
訛
り  

　
　

柴
田　

満
子

帰
省
時
は
墓
が
賑
わ
う
過
疎
の
村 

　
　

自　
　
　

句

【12月の休館日】　毎週月曜日。ただし12/24
（月・祝）は開館し、翌日12/25（火）に休館
します。また、12/28から1/4まで年末年始
の休館になります。新年は1/5から開館します。

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 スリジエセンター1991 海堂　尊
エッセイ 老いかたレッスン 渡辺　淳一

児童向け
絵　本 ちょっとだけまいご クリス・ホートン
読み物 ふたつの月の物語 富安　陽子

　年末年始のため休館が続きます。ご確認のうえ
ご来館ください。

図書館の行事　

【日時】　１月８日（火）、９日（水）
午前10時30分～（小学校就学前
のお子さん対象）
午後2時30分～（小学校以上対象）

【開館時間】　火曜日～金曜日　９:00～ 18:00
　　　　　　土曜・日曜・祝日　９:00～ 17:00

◇冬休み特別チビッコ映画会◇ 　◇おはなし会◇

歌
碑
此
処
に
晩
秋
の
山
遥
か
な
り 

遠
藤　

金
作

仕
舞
田
の
畦
を
枕
に
捨
案
山
子 

川
原　

道
程

啄
木
の
歌
碑
が
お
目
当
て
秋
の
旅　
　

川
原　

程
子

啄
木
の
岩
手
山
よ
り
秋
の
声　
　
　
　

佐
々
木
小
夜

啄
木
の
百
年
祭
や
照
紅
葉 

佐
藤　
　

栄

す
す
き
穂
の
微
か
に
頬
に
触
れ
て
を
り 

志
田　

悦
朗

膝
病
め
ば
冷
た
く
触
る
秋
の
風 

柴
田　

ヒ
ノ

早
立
ち
の
荷
を
確
か
む
る
そ
ぞ
ろ
寒 

白
井　

梅
子

秋
天
や
啄
木
決
起
の
森
に
立
つ 

山
口　

國
男

流
行
に
乘
り
た
る
案
山
子
抱
え
来
る 

高
橋　

麗
子

路
地
奥
に
谺こ

だ
ま

す
山
車
の
笛
太
鼓

薄
か
ざ
し
て
か
け
ゆ
き
け
り 

志
田　

悦
朗

降
る
雨
の
少
な
き
ゆ
え
に
現
れ
し

中
州
を
歩
む
鴨
の
群
見
ゆ 

橋
本　

千
代

杉
の
木
に
補
強
さ
れ
た
る
ダ
ム
近
く

住
む
人
び
と
は
安
ら
ぐ
言
へ
り 

横
沢　
　

泉

八
幡
平
山
坂
の
道
バ
ス
が
行
く

畳
み
た
る
山　

樹
海
続
き
て 

早
坂　

悦
子

貧
し
さ
に
関
わ
り
も
な
く
来
る
師
走

褞ど
て
ら袍
を
被
ぶ
り
温
る
め
の
お
燗 

佐
藤　

水
魚

【日時】　12月16日（日）
　　　　午前11時～
【対象】　小学校就学前のお子さん

の
せ
い
だ
か
ら
と
今
ま
で
行
っ
て
い

た
活
動
や
外
出
を
し
な
く
な
る
と
、

気
が
付
か
な
い
間
に
筋
力
や
意
欲
の

低
下
が
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
日
々
の
取
り
組
み

で
、年
齢
に
伴
う
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
が
い
を
持

ち
、自
分
ら
し
く
生
活
す
る
こ
と
は
誰
も

が
願
う
こ
と
で
す
。
平
均
寿
命
が
80
歳

近
く
な
り
、こ
れ
か
ら
は
心
と
体
の
健
康

寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
近
年
、「
介
護
予
防
」と
い
う
言
葉
を

聞
く
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
介
護

予
防
と
は
、①
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
を
未
然
に
防
ぐ
、②
介
護
を
必
要
と

す
る
人
も
、今
の
体
の
機
能
を
維
持
・

改
善
し
て
い
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

病
気
を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、老

化
の
サ
イ
ン
を
早
く
見
つ
け
て
適
切

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
、元
気
で
生

き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
は
、大
き

く
分
け
て
病
気
と
加
齢
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
特
に
足
腰
の
衰
弱
や
関
節
痛
、

そ
れ
に
伴
う
転
倒
骨
折
な
ど
も
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　町は、平成25年度の町内学童保育クラブの入所
児童を募集します。
【受付期間】　平成25年１月７日（月）から28日（月）まで
【募集対象】　小学校１年生から６年生まで（城山学
童クラブは３年生まで）。日中父母などが在宅する
家庭の児童は原則として登録できません
【申し込み方法】　役場町民課または各学童保育クラ
ブに備え付けの申込書に記入し提出ください
【費用】　保育料は町が負担。おやつ代や教材費など
は保護者が負担。金額は各クラブにより異なります
【利用時間】　○平日（下校時～午後７時）　○土曜日・

　・　　役場町民課子育て支援係
　　　　  62-2111内線504・505学童保育クラブの入所児童を募集！

　

男
性
で
は
脳
血
管
疾
患
や
認
知
症
、

女
性
で
は
関
節
疾
患
や
高
齢
に
よ
る

衰
弱
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　　

体
の
機
能
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
前
よ
り
歩
き
づ
ら
い
、疲

れ
や
す
い
な
ど
と
感
じ
た
と
き
、年

平成25年度の

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因
は
？

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に

介
護
予
防
と
は

学校休業日・長期休業日など（午前７時30分～午後７時）
【休館日】　日曜日、祝祭日、国民の休日、年末年始ほか

①
②

【認知症の予防】
身の回りのことは自分で行う、新
しいことに挑戦する、友人などと
の交流を持つなど工夫しましょう

　
　
　

表

性別にみた介護が必要となった主な原因の構成割合

【積極的な外出・生きがいづくり】
買い物や地域活動に積極的に参加
したり、趣味に取り組むなど、楽
しみを持って生活しましょう

【習慣的な運動や活動】
運動することで、筋力や骨、肺、心臓など
の機能が向上します。日常生活の中に散歩
や簡単な運動を取り入れてみましょう

【バランスの良い食生活】
高齢者は食事量が減り、栄
養が不足・偏りがちです。
バランスの良い食事を心掛
けましょう

【口の健康を保つ】
噛む力や、飲み込む力が弱く
なったり、口の中が不衛生だ
と肺炎などにかかりやすくな
ります。歯みがきなどで口の
健康を保ちましょう

単位：％

出典：厚生労働省「国民生活基礎調査」（Ｈ22）

男性 割合 女性 割合
脳血管疾患（脳卒中） 32.9 認知症 17.5
認知症 10.9 脳血管疾患（脳卒中） 15.9
高齢による衰弱 10.5 高齢による衰弱 15.3
骨折・転倒 7.0 関節疾患 14.1
心疾患（心臓病） 4.5 骨折・転倒 11.7
関節疾患 4.3 心疾患（心臓病） 3.7
その他・不明・不詳 29.0 その他・不明・不詳 20.8
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YOUNG

散歩

ヤ
ン
グ

No.294
【プロフィル】　やまざき・さちこ（27）＝日の神子＝。平成16年に沼宮
内高を卒業。富士大を経て、㈱南都銀行（奈良県）に就職。平成23年５月
から森のアリーナで健康運動指導員として勤務。血液型O型、かに座

　「ホッケーを通じて学んだことは続けることの大切さです」と話す幸子さ
ん。スポ少で始めたホッケーでは、大学や実業団チームで活躍し、現在も社
会人チームに所属します。幸子さんは現在、「森のアリーナ」に健康運動指
導員として勤務。「利用者の皆さんが成果を求めて頑張る姿や変わってい
く様子が見られるとうれしいですし、それを手助けできるこの仕事は、とて
もやりがいがあります」と話します。アウトドア派で「スキューバダイビン
グに挑戦してみたい」という幸子さんの理想の男性像は「面白くて誰にでも
好かれる人」だとか。明るく気さくな人柄で利用者と触れ合う幸子さん。「町
の人たちの話がとても勉強になります。私ももっと知識を身に付け、皆さ
んに信頼されるトレーナーになりたいですね」と笑顔を輝かせます。

信頼されるトレーナーに

山崎 幸子 さん
で
き
ま
す
）

　

○
県
農
林
水
産
部
農
業
普

及
技
術
課
普
及
担
当（
〒
０
２
０

‐
８
５
７
０
盛
岡
市
内
丸
10
番

１
号
）

０
１
９
‐
６
２
９
‐

５
６
５
６　

○（
社
）県
農
業
公

社
農
業
振
興
部
就
農
支
援
課

（
〒
０
２
０
‐
０
８
８
４
盛
岡
市

神
明
町
７
番
５
号
）
０
１
９
‐

６
２
３
‐
９
３
９
０

　

県「
道
の
駅
」連
絡
会
で
は
、第

９
回
岩
手「
道
の
駅
」い
ー
は
と
〜

ぶ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

【
時
期
】　

12
月
１
日（
土
）
〜
平

成
25
年
４
月
７
日（
日
）

【
実
施
方
法
】　

県
内
30
カ
所
の

「
道
の
駅
」を
対
象
と
し
て
、そ
の

「
道
の
駅
」の
ス
タ
ン
プ
を
捺
印

し
、制
覇
し
た「
道
の
駅
」の
数
に

よ
り
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

※「
高
田
松
原
」は
休
業
中
で
す
。

【
賞
品
】　

○
完
走
賞　

全
30
駅
を

制
覇
し
た
人
全
員
に「
完
走
証
明

書
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト　

○
い
わ
っ

て
大
賞　

20
駅
以
上
制
覇
し
た
人

か
ら
抽
選
で
10
人
に
８
千
円
相
当

の
豪
華
な
県
内
の
特
産
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト　

○
つ
め
ち
ゃ
っ
た
で
賞

　

10
〜
19
駅
を
制
覇
し
た
人
か
ら

抽
選
で
15
人
に
５
千
円
相
当
の
県

内
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト　

○
馬

か
っ
た
で
賞　

５
〜
９
駅
を
制
覇

し
た
人
か
ら
抽
選
で
90
人
に
県
内

道
の
駅
30
駅
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト【
抽
選
日
と
賞
品
発
送
】　

平
成
25

年
５
月
末
予
定

　

国
土
交
通
省
岩
手
河
川

国
道
事
務
所
調
査
第
二
課
地
域

調
査
係

０
１
９
‐
６
２
４
‐

３
１
９
６

○
後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料

の
納
期
限
の
延
長
）の
納
付
開
始

と
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、20
歳
〜
60
歳
に

到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の
間
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

る
制
度
で
す
。　
　
　
　

　

し
か
し
、こ
の
間
に
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
や
被
保

険
者
と
し
て
届
け
出
を
忘
れ
た
こ

と
で
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が
な

い
場
合
は
、将
来
の
年
金
受
給
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、年
金
そ
の

も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

避
け
る
た
め
に
、10
月
１
日
か
ら
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
期
間
を
過
去
２
年
か
ら

10
年
に
延
長
す
る
後
納
制
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、平

成
14
年
10
月
分
以
降
の
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
や
65
歳
以

上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き

る
資
格
を
持
つ
人
は
、納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
願
い

ま
す
。

　

な
お
、後
納
保
険
料
を
納
め
る

に
は
事
前
に
申
し
込
み
を
い
た
だ

き
審
査
し
ま
す
が
、後
納
制
度
に

よ
る
納
付
を
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、平
成
27
年
10
月
か
ら

は
、受
給
資
格
期
間
を
こ
れ
ま
で

の
25
年（
３
０
０
月
）か
ら
10
年

（
１
２
０
月
）に
短
縮
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま

で
受
給
資
格
期
間
を
満
た
さ
な

か
っ
た
人
が
年
金
を
受
給
で
き
る

場
合
や
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
後
納
制
度
の
詳
し
い
内
容
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

○
盛
岡
年
金
事
務
所（
盛

岡
市
松
尾
町
17
‐
13
）
０
１
９

‐
６
２
３
‐
６
２
１
１　

○
役

場
町
民
課
国
保
年
金
係

62
‐

２
１
１
１
内
線
５
０
９

　

こ
れ
ま
で
、
贈
与
税
の
申
告
書

に
つ
い
て
は
書
面
で
の
提
出
し
か

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
24

年
分
の
申
告
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
）
で
送
信
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
贈
与
税
の
申
告
期

間
中
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
利
用

で
き
ま
す
。ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
詳
し
い
手
続
き
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

盛
岡
税
務
署

０
１
９
‐

６
２
２
‐
６
１
４
１
ま
た
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジw

w
w
.nta.go.jp

　

岩
手
労
働
局
、
岩
手
労
働
災
害

防
止
団
体
連
絡
協
議
会
は
、「
安

全
・
安
心
・
家
族
の
笑
顔　

願
い

は
ひ
と
つ　

年
末
年
始
も
無
災
害
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
12
月
１
日
〜
平

成
25
年
１
月
31
日
ま
で
を
実
施
期

間
と
し
て
「
い
わ
て
年
末
年
始
無

災
害
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
年
末
年
始
の
慌
し
さ

に
加
え
、
寒
冷
の
季
節
に
入
っ
て

凍
結
、
降
雪
な
ど
の
自
然
要
因
に

よ
る
労
働
災
害
が
発
生
す
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。
転
倒
や
車
の

ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
の
冬
特
有
の

災
害
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

岩
手
労
働
局
健
康
安
全
課

０
１
９
‐
６
０
４
‐
３
０
０
７

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、12
月
中
に

順
次
新
し
い
電
話
帳（
平
成
25
年

１
月
発
行
）を
各
家
庭
や
事
業
所

に
配
達
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の

電
話
帳
は
、新
し
い
電
話
帳
と
交

換
し
て
回
収
し
ま
す
の
で
配
達
員

に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た

電
話
帳
は
、地
球
環
境
保
護
や
資

源
の
有
効
活
用
の
た
め
新
し
い
電

話
帳
の
原
材
料
に
な
り
ま
す
。　

　

な
お
、不
在
な
ど
で
配
達
員
に

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

後
日
、改
め
て
回
収
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
３
０
９

労
働
災
害
の
発
生
防
止
を

■
年
末
年
始
無
災
害
運
動

そ
の
他

本
科
卒
業
者（
平
成
25
年
３
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
）

【
出
願
期
間
】　

平
成
24
年
12
月
25

日（
火
）〜
平
成
25
年
１
月
11
日（
金
）

【
試
験
期
日
】　

平
成
25
年
１
月
25

日（
金
）

　

・　
　

県
立
農
業
大
学
校
教
務

担
当（
〒
０
２
９ｰ

４
５
０
１
胆
沢

郡
金
ヶ
崎
町
六
原
蟹
子
沢
14
番
地
）

０
１
９
７
‐
４
３
‐
２
２
１
１

　

県
民
の
森
で
は
、森
林
学
習
拠

点
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
歳
末
行
事

を
開
催
し
ま
す
。

○
ミ
ニ
門
松
作
り

【
日
時
】　

12
月
24
日（
月
・
祝
）午

前
８
時
45
分
〜
午
後
３
時

【
集
合
場
所
】　

県
民
の
森
学
習

館（
八
幡
平
市
松
尾
寄
木
１
‐

５
１
５
‐
５
）

【
内
容
】　

高
さ
90
㌢
の
本
格
的
な

門
松
１
対
の
制
作

【
参
加
費
】　

３
０
０
０
円（
１
対
）

【
持
ち
物
】昼
食
、剪
定
バ
サ
ミ

【
定
員
】　

先
着
30
人

【
服
装
】　

作
業
可
能
な
服
装

・
　

県
民
の
森 

森
林
ふ
れ

あ
い
学
習
館
フ
ォ
レ
ス
ト
i

78
‐
２
０
９
２

　

県
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー

は
、第
２
回「
新
農
業
人
フ
ェ
ア
in

い
わ
て
」を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

１
月
12
日（
土
）午
前
11

時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】　

い
わ
て
県
民
情
報
交

流
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ー
ナ
」８
階

８
０
４
会
議
室（
盛
岡
市
盛
岡
駅

前
西
通
１
‐
７
‐
１
）

０
１
９
‐
６
０
６
‐
１
７
１
７

【
対
象
者
】　

新
規
就
農
・
Ｕ
タ
ー

ン
・
農
業
法
人
へ
の
就
業
研
修
・

農
業
体
験
を
希
望
し
て
い
る
人
、

農
業
・
農
村
に
興
味
関
心
を
持
つ

人
、企
業
な
ど
で
農
業
参
入
を
希

望
す
る
人

【
相
談
内
容
】　

就
農
地
域
の
紹

介
、農
業
技
術
・
経
営
の
習
得
、農

地
の
確
保
、資
金
の
調
達
、農
業
法

人
へ
の
就
業
・
研
修
、企
業
の
農

業
参
入
、青
年
就
農
給
付
金
・
そ

の
他
新
規
就
農
に
つ
い
て
の
情
報

を
提
供
し
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す

【
参
加
料
】　

無
料（
自
由
に
参
加

募
集
し
て
い
ま
す

行
わ
れ
ま
す

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

冬
休
み
中
に
保
育
体
験
を
し
た
い

中
学
生
・
高
校
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
保
育
士
の
仕
事
に
興
味
が

あ
る
人
、子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん

だ
り
お
世
話
を
し
て
み
た
い
と
い

う
人
、連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】　

冬
休
み
中
に
希
望
す
る

日
、１
日（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

【
定
員
】　

１
日
２
人
ま
で

【
場
所
】　

川
口
保
育
所

・　
　

町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

65
‐
２
１
３
１

　

県
立
農
業
大
学
校
は
、平
成
25

年
度
の
研
究
科
の
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
定
員
】　

①
農
産
園
芸
②
畜

産　

各
20
人

【
修
業
期
間
】　

１
年

【
受
験
資
格
】　

県
立
農
業
大
学
校

中
高
生
保
育
体
験
者
募
集

■
冬
休
み
中
保
育
所
で
体
験

農
大
研
究
科
学
生
を
募
集

■
県
立
農
業
大
学
校

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

■
道
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ｅ‐Ｔ
ａ
ｘ
で
よ
り
便
利
に

■
贈
与
税
の
申
告

古
電
話
帳
リ
サ
イ
ク
ル
へ

■
電
話
帳
の
回
収
に
協
力
を

国
民
年
金
の「
後
納
制
度
」

■
国
民
年
金
保
険
料

ミ
ニ
門
松
作
り
を
し
よ
う

■
県
民
の
森
学
習
館

新
農
業
人
フ
ェ
ア
を
開
催

■
新
規
就
農
者
の
相
談
会

岩
手
町
役
場

　

62ｰ

２
１
１
１

お
知
ら
せ

 

問
い
合
わ
せ
先　
　

 

申
し
込
み
先

Iwatemachinnformation Iwatemachinnformation
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子どもの急な病気は

日（曜） 当番医
2（日）沼宮内地域診療センター
9（日）北上脳神経外科クリニック
16（日）佐渡医院
23（日）塚谷医院
24（月）岩手沼宮内クリニック
29（土）さわやかクリニック
30（日）一方井診療所
31（月）北上脳神経外科クリニック

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後7時～ 11時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町3-29盛岡市保健所2階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後7時～ 11時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後5時～翌朝9時、土曜日は午後1時～ 5時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

「こころといのちを支えるいわて」
ひとりで悩まず下記にご相談ください。

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9時、
日曜日のみ午後 6時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9時～午後 4時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 518）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田1-4-1　 019-653-1151
【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳6-1-1　 019-637-3111
【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸19-1　 019-651-5111
【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷11-14　 019-662-5656
【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田26-30-1　 019-635-1305

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
県立中央病院附属
沼宮内地域診療センター

町内病院の電話番号

▼
▼

▼
▼

12月

県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター診療科

診療科 診療日 受付時間

脳神経外科 11 日 08:30 ～
11:00

循環器（内科） ３、17 日 13:00 ～
15:30

高血圧・
糖尿病外来 5、19 日 08:30 ～

完全予約制

小児科 14、28 日 13:00 ～
16:00

皮膚科 18、25 日 13:00 ～
15:30

耳鼻咽
いんこう

喉科 休診 ―

整形外科 7、21 日 08:30 ～
11:30

1（火）沼宮内地域診療センター
2（水）さわやかクリニック
3（木）佐渡医院
6（日）塚谷医院

▼
▼

▼

12月の応援診療科

診療科 診療日 受付時間

内　科 月曜～金曜日08:30 ～11:00
外　科 月曜～金曜日  8:30 ～11:00

▼

　62-2659
　61-2025

　61-3636
　62-2234
　62-3211
　62-2043
　62-1155

　62-2511

1月

休日当番医

日 月 火 水 木 金 土
12/1
医大

2
中央

3
日赤

4
川久保

5
中央

6
中央

7
医大

8
中央

9
日赤

10
医大

11
川久保

12
中央

13
日赤

14
中央

15
こども

16
医大

17
日赤

18
川久保

19
医大

20
中央

21
中央

22
日赤

23
医大

24
中央

25
医大

26
中央

27
日赤

28
中央

29
こども

30
中央

31
医大

1/1
川久保

2
中央

3
日赤

4
医大

5
こども

6
中央

7
日赤

8
川久保

9
中央

10
医大

11
中央

12
日赤

日（曜） 時間 行事名 場所
1（土）07:30 ～ 00:00 いわて沼宮内駅開業10周年記念

町民号「東京スカイツリーと浅草の旅」
（2日まで）

いわて沼宮内駅発着

5（水）09:45 ～ 12:00離乳食教室
（平成24年8月生まれのお子さんの家族）

町保健センター

6（木）13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい

7（金）10:00 ～ 15:00特設人権相談 町勤労青少年ホーム

9（日）08:45 ～ 00:00第40回町少年剣道交流大会 森のアリーナ

12（水）12:30 ～ 00:00 3 歳児健康診査（平成21年4月 11日
～6月12日生まれ）

町保健センター

14（金）09:30 ～ 12:00妊婦教室２回目（平成25年1月～4月
出産予定の女性） 町保健センター

15（土）09:30 ～ 00:00第39回町民卓球大会（16日まで） 森のアリーナ

13:30 ～ 16:00いわてまち男女共同参画フォーラム プラザあい

16（日）07:00 ～ 18:00第46回衆議院議員総選挙・最高裁
判所裁判官国民審査

町内各投票所

18（火）12:30 ～ 00:00
12:45 ～

9カ月児健康診査（平成24年３月生まれ）
6カ月児健康診査（平成24年６月生まれ）
1歳児健康診査（平成23年12月生まれ）

町保健センター

19（水）10:00 ～ 15:30盛岡年金事務所出張相談
（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211）

ゆはず交流館

20（木）09:00 ～ 12:00人権・行政相談 町勤労青少年ホーム

10:00 ～ 00:00子育てサロン “すくすく”
※生後から未就学児とその保護者が対象です

町保健センター

10:00 ～ 00:00まんまと湯っこの会 老人福祉センター

日（曜） 時間 行事名 場所
1（火）09:00 ～ 00:00第39回元旦健康マラソン大会

（開会式８：40～、プラザあい内） プラザあい周辺発着

6（日）10:00 ～ 12:00町消防出初式 役場駐車場ほか

9（水）
　

12:45 ～ 1歳 6カ月児健康診査（平成23年5月
15日～7月9日生まれ）

町保健センター

10（木）09:45 ～ 12:00離乳食教室（平成24年９月生まれのお子
さんの家族）

町保健センター

13:30 ～ 15:30福祉のしごと定期出張相談 in岩手町 プラザあい

13（日）13:30 ～ 15:00町成人式（受け付け12：30～） プラザあい

町民カレンダー

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や広報などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

１月の行事予定

12月の行事予定

固定資産税（第３期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料（第６期）の納付期限は12月25日（火）です
※口座振替の場合は12月25日（火）に指定の口座から引き落としになります

次号「広報いわてまち１月号（№ 643）」は、１月10日（木）発行予定です。

よろこび　かなしみ

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

平成 24 年 10 月受け付け分

●生まれたお子さん● ８人（９人）

●亡くなられた人●１４人（１９人）

●お婿さん、お嫁さん● １組（2 組）

▼９月

▼10月

▼10月

日 お名前 保護者 行政区

22 武田　咲
さ こ

心 朋　樹 下 黒 内

22 髙橋　蒼
そうき

季 将　一 新愛宕下

25 立花　彩
あやの

乃 裕　之 橋 場

６ 山中　柚
ゆづき

月 寿　行 上五日市

12 簗場瑚
こ の か

乃華 満 下五日市

19 岩舘　瑞
みずき

希 正之輔 下五日市

23 澤口　美
み ゆ

優 博　也 朽 木 林

23 三浦　蓮
れ く

空 毅 舘

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
1 工藤　正子（65） 恵　美 横 田

4 三浦興治郎（88） セツ子 雪 浦

5 武田キクヨ（89） 信　彦 舘

6 沼宮内光德（82） 貞　子 上野口町

7 髙橋　シサ（84） 本　人 上野口町

7 瀧川　繁雄（84） 清　一 秋 浦

10 太田代信雄（60） 朝　子 御 堂

12 遠藤　キエ（92） 本　人 上愛宕下

15 髙橋フミエ（83） 孝　一 駅 通

15 谷地　ツワ（86） 由　實 舘

16 吉野　キミ（75） 和　男 上五日市

20 千葉　トシ（80） 本　人 葉 木 田

25 幅　　　 宏（82） 幸 上五日市

29 澤田　正二（64） 眞里子 下愛宕下

▼10月

日 お名前 世帯主 行政区
16 大村　保弘

張　　暁波
保　弘 万 部

中 国
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今月は道の駅「石神の丘」の
11月の「リンゴ」の販売数

順位 種　類 販売数
１ サンふじ 1,573
２ 北　　斗 1,119
３ 王　　林 703
（11/1～27「石神の丘」調べ）
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（
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藤
）

【年末年始休業日】
○産直施設　   　12月31日、１月１日
○レストラン　　同上（12/31 おせち引き渡しのみあり）
○美術館　　   　12月29日～ 1月3日
○加工組合売店　12月31日～１月４日
○道路情報休憩施設（トイレ・休憩所）　無休

【イベント案内】
○ 12月24日（月・祝）　「石神長いもそば」試食販売
○ 12月29～30日　　 年末おみくじ抽選会
○１月２日～　　　　 初売り

営
業
案
内

平成14年７月にオープンした道の駅「石神の丘」は、今年で10周年を迎えました。迎えました。
町内外のモノとヒトが行き交う道の駅と、隣接する石神の丘美術館から、旬の情報を届けます。

会　　期：12月16日（日）まで

石神の丘美術館リニューアル１０周年記念

　長いも・ねばり芋・自
じ ね ん じ ょ

然薯など石神
の丘の産直にさまざまな種類のナガイ
モ類が入荷してきました。これらは農
林産物の統計上、「やまのいも」と分
類され、岩手町はその栽培面積・販
売額で岩手県第 1位。野菜総合産地・
岩手町の一翼を担う特産品です。中で
も同産直に多いのは「ねばり芋」。そ
の名のとおり、長いもよりもねばりが
強く、甘みの濃い味が特徴です。
　産直には、お歳暮などにも便利な贈
答用の箱入りも並ぶほか、町産の長い

開館時間：午前９時～午後５時
入場
無料

㊨
大
正
２
年
愛
宕
組
御
神
鏡
奉
納

休 館 日：12月３日（月）、10日（月）
【問い合わせ先】　石神の丘美術館 62－1453

【問い合わせ先】　道の駅「石神の丘」 61－1600

【
ホ
ー
ル
展
示
】

岩
手
の
生
活
を
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え
た

茅
葺
の
民
家
に

魅
せ
ら
れ
て
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模
型　

佐
藤
由
雄

石神の丘　展覧会十年記　―博物編―

美術館リニューアル後の10年間で開催した博
物的内容の展覧会を振り返るとともに、新たな
特集展示を加え、あらためて町の風土や暮らし
を見つめます

【
特
集
展
示
】

愛
宕
組
御
神
鏡
奉
納
百
年
展

　地産地消２つ星の「レスト
ラン石神の丘」が作る特製お
せちを販売します。現在、予
約受付中。限定100個です。
お早めにお求めください。
【価格】　15,000 円（税込）
【内容】　３段重４～５人前
【引き渡し】12月31日（月）
午前11時～午後３時に同レ
ストランで引き渡し。また、
町内は配達も承ります
【予約・問い合わせ先】
レストラン石神の丘 61-1602

限定
100個

お
せ
ち

写真はイメージ（前年のおせち）です

秋掘りの新物が入荷秋掘りの新物が入荷

もを練りこんだオリジナル商品「石神
長いもそば」（乾麺）や具材にねばり
芋を使用した冷凍ギョウザも人気。ま
た、レストランでも長いもそばやねば
り芋のとろろを使ったメニューが充実
しています。秋掘り、新物の長いも・
ねばり芋。食べ比べも楽しいかもしれ
ません。ぜひ、ご賞味ください。

長いも長いも
ねばり芋ねばり芋

特
産


